
SIP第2期

１．研究の背景と開発目標

２．達成した成果の概要

代表成果概要

①ゲノム編集の情報発信ウェブサイト「バイオステーション」を2019年9月から公開開始しまし
た。ゲノム編集や品種改良の基礎知識から、研究開発の動向・取扱いルール（規制関係）など、
農業・食品分野のゲノム編集に関する情報をワンストップ的に提供しており、最新動向などを
ふまえ随時更新しています。

②月間アクセス数は最高で３万件以上（2021年6～7月期）、平均して２万件程度の月間アクセス
数をSIP第2期終了後も継続的に獲得しています。訪問者数は若年層（34歳以下）で50％以上
を占めると推定され、ゲノム編集の基礎知識を学ぶカテゴリーの閲覧が多いことからも、教育
（学習）面での利用が多いことが示唆されています。

③ 遺伝や品種改良の基礎を学べる子供向け学習サイト「バイオキッズ」を2021年に、 動画コー
ナーを2022年に新設しました。また、海外への発信に向けて、英語版サイトも公開しています。

研究の背景と必要性
従来の直接対話型コミュニケーションでは、双方向で深い議論ができる等の利点がある一方、
情報の伝達範囲は参加者周辺に留まり、広がりに欠けたものとなりがちでした。そのため、よ
り広がりのあるコミュニケーション方法が必要とされていました。また、二次的な情報伝達に
つながるメディア・教育界・産業界等に向けて、科学的に正しく分かりやすい情報発信が必要
でした。

技術開発目標
一般の消費者や学生だけでなく、メディア・教育界・産業界等に向けた効果的な情報発信・コ
ミュニケーションを実践することを目的として、農業・食品分野のゲノム編集の利用について
ワンストップで情報を発信するウェブサイトを構築しました。

ゲノム編集の情報をワンストップで発信するウェブサイト
「バイオステーション」

【具体的成果】

■情報発信ウェブサイト「バイオステーション」（https://bio-sta.jp/ ）



研究課題名 ：バイオテクノロジーに関する国民理解の増進と技術動向等の調査研究
実施機関 ：農研機構・企画戦略本部 新技術対策課
問い合せ先 ：（電話番号） 029-838-7438（農研機構・生物機能利用研究部門 ゲノム
編集推進室）

３．社会実装の展望と波及効果

想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
一般の消費者や学生、メディア・教育界・産業界等の関係者に活用して頂くことを想定してい
ます。

社会実装の実績
本ウェブサイトは2019年9月から公開を開始しており、平均して２万件程度の月間アクセス数
をSIP第2期終了後も継続的に獲得しています。

今後の発展可能性と期待される波及効果
行政機関やゲノム編集に関連する企業等の資料に引用されたり、ホームぺージにリンク掲載さ
れたりする形でも活用されています。今後、ゲノム編集を利用した農林水産物の開発が進むに
つれて、基礎的な情報の提供元として活用が広がることを期待しています。

【具体的成果】（つづき）

SIP第2期 代表成果概要

■制作した動画の例（品種改良ってなんだろう）

https://bio-sta.jp/movie/

■「バイオキッズ」のトップページ

https://bio-sta.jp/biokids/



SIP第2期

１．研究の背景と開発目標

２．達成した成果の概要

代表成果概要

①ゲノム編集食品やバイオ由来化成品について、高校などの先生が活用しやすい教材を開発しま
した。授業２～６コマで使うことを想定しており、「品種改良技術の歴史と進化」「食を取り
巻く世界の課題」など複数のテーマから成ります。探求学習を通じ、生徒がこれらの技術につ
いて正しく理解し、利用の是非について自らの意見を持てるようになることを目指しています。

②ゲノム編集食品・バイオ由来化成品それぞれ30校以上でモデル授業を実施し、実施した先生方
からの意見をもとに、授業案やデモ授業動画等の補助教材も作成しました。

③さらに、ゲノム編集に関するポスターも作成し、約18,000校に配付しました。

研究の背景と必要性
バイオエコノミーが進展すれば、近い将来、バイオテクノロジー等の最新技術を活用して開発
されたものが商品化され、身近なものになると予想されます。初等中等教育の段階から、「科
学的に考え、判断し、選択する能力」の養成が重要になると考えられます。

技術開発目標
中学校・高校等での探求学習（アクティブラーニング）で活用される教材を提供することを目
的として、ゲノム編集食品を中心に、バイオエコノミーの利活用に関する教育プログラム（教
材等）を開発し、教育現場に向けた実践を行いました。

探求学習などに活用できるゲノム編集等の教材

【具体的成果】

■制作した教材（リバネス社HPにて公開：https://lne.st/business/genome-sip/）

https://lne.st/business/genome-sip/
https://lne.st/business/genome-sip/
https://lne.st/business/genome-sip/


研究課題名 ：バイオテクノロジーに関する国民理解の増進と技術動向等の調査研究
実施機関 ：株式会社リバネス
問い合せ先 ：03-5227-4198（株式会社リバネス 担当：西山）

３．社会実装の展望と波及効果

想定されるユーザー（成果の受け渡し先）と活用方向
中学校・高校等の先生方に探求学習などの授業で活用して頂くことを想定しています。

社会実装の実績
リバネス社のホームページで公開しています。

今後の発展可能性と期待される波及効果
県などの教育委員会・理科研究会等と連携し、知名度が広がることで利用が増えることを期待しています。

【具体的成果】（つづき）

SIP第2期 代表成果概要

■ゲノム編集技術のポスター（https://lne.st/business/genome-sip/ ）


